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ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
高
齢

者
に
と
っ
て
発
声
と
若
返
り
の
た

め
に
必
要
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
だ
と

考
え
る
。
こ
れ
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
声
帯
の
衰
え
を
抑
え
、
ひ

い
て
は
声
の
明
瞭
化
に
も
つ
な
が

る
。
そ
の
ツ
ー
ル
と
し
て
カ
ラ
オ

ケ
が
あ
る
。
カ
ラ
オ
ケ
は
日
本
で

は
昭
和
の
終
わ
り
頃
ブ
ー
ム
を
呼

び
、
カ
ラ
オ
ケ
店
が
町
中
に
溢
れ

た
。
さ
ら
に
カ
ラ
オ
ケ
ル
ー
ム
も

若
者
中
心
と
し
て
ブ
ー
ム
を
呼
ん

だ
。
こ
の
文
化
は
日
本
独
特
の
文

化
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
最
近
に
な
っ
て
Ａ
Ｉ
が
そ
の
歌

唱
を
採
点
す
る
機
能
が
付
い
た
。

採
点
は
歌
の
善
し
悪
し
に
か
か
わ

ら
ず
付
く
が
、
問
題
は
ボ
イ
ス
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
効
果
が
あ
る
発
声

が
重
要
だ
と
考
え
る
。
年
を
取
る

と
耳
介
有
毛
細
胞
が
衰
え
、
歌
唱

そ
の
も
の
が
理
解
で
き
な
く
な

る
。
し
た
が
っ
て
歌
唱
の
善
し
悪

し
は
専
門
家
か
若
い
人
で
な
い
と

判
断
で
き
な
い
。
も
と
も
と
歌
は

感
性
の
問
題
で
あ
り
、
一
概
に
Ａ

Ｉ
の
判
断
で
は
な
い
。私
の
場
合
、

歌
は
単
調
で
あ
り
高
音
の
伸
び
に

欠
け
る
点
が
あ
る
が
、
Ａ
メ
ロ
調

に
は
自
信
が
あ
る
。
も
と
も
と
家

族
全
員
が
歌
好
き
で
あ
り
、
ボ
イ

ト
レ
教
室
の
発
表
会
に
も
私
が
参

加
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
。

発
表
者
は
時
に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲

を
歌
う
人
も
あ
る
。
ボ
イ
ト
レ
教

室
の
発
表
者
の
中
に
は
プ
ロ
転
向

し
た
人
も
何
人
か
い
る
。

私
の
ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

家
族
で
歌
好
き 

発
表
会
に
も
参
加

�

木
村 

進（
与
謝
）

夕日に染まるミナレットとモスク
ウズベキスタン共和国 ブハラにて

� 写真・文　堀 直樹（乙訓）
　８月のお盆休暇にウズベキスタン共和国を旅行し、サ
マルカンドを中心にヒヴァを含め５カ所を訪れ、青を基
調とした多くのイスラム建築を堪能しました。その中で
も古い街並みと建築物が融合し落ち着いた雰囲気のある
ブハラが最も気に入り、その町のシンボルであるカラー

ン・ミナレットとモスクを夕暮れ時にアルク城壁の上か
ら撮影しました。夏の青空の下でミナレットとモスクが
真夏の夕日に照らされオレンジ色に染まっていくのがと
ても印象的でした。

京
都
を
知
ろ
う 

医
史
編�

（
2
・
3
面
）

会
員
投
稿�

（
4
面
）
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残暑お見舞い申し上げます残暑お見舞い申し上げます
2025年　夏　京都府保険医協会　役員・事務局一同
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薬

害研
究に携わった医師

　
日
ノ
下
医
院
の
日
ノ
下
文
彦
医
師（
西
京
）は
２
０
１
4
年
か
ら
２
０
２
１
年
３
月

ま
で
厚
生
労
働
省
の
サ
リ
ド
マ
イ
ド
胎
芽
症
に
関
す
る
研
究
班
長
を
７
年
間
務
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
調
査
や
研
究
、
活
動
に
従
事
し
た
。
今
年
で
薬
害
サ
リ
ド
マ
イ
ド
事
件

が
発
生
し
て
60
年
あ
ま
り
と
な
る
が
、
障
害
を
背
負
っ
て
生
ま
れ
た
被
害
者
は
過
用

症
候
群
や
二
次
障
害
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
現
実
を
医
療
や
看
護
、
介
護
、
福

祉
に
関
わ
る
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
の
思
い
を
寄
稿
い
た
だ
い
た
。

ひのした・ふみひこ 京都市生まれ
〔略歴〕　1981年３月　東京医科歯科大学（現東京科学大学）医学部卒業／
1986年３月　同大学院医学研究科博士課程修了（内科学専攻、医学博士）
大学院修了後、東京医科歯科大学第二内科医員、ハーバード大学医学部病
理学教室客員研究員、国際医療福祉大学臨床医学研究センター助教授、国
立国際医療センター腎臓内科診療科長、帝京平成大学健康医療スポーツ
学部看護学科教授を経て、2023年５月に京都市西京区桂にて日ノ下医院開
業。国立国際医療センター時代には厚労省「サリドマイド胎芽症患者の健
康、生活実態の把握および支援基盤の構築 研究班」班長を７年間務めた。

〔学会・研究活動〕　内科学会、腎臓学会（功労会員）、透析医学会、高血圧学
会、糖尿病学会、急性血液浄化学会、American Society of Nephrology 
などに所属し臨床・研究に勤しむ。

〔趣味〕　趣味は旅行や語学（英検１級、仏検３級）だが、開業後は地域医療
に専念していて国内も海外も思うように旅行できず。

Ｎ
Ｈ
Ｋ 

Ｅ
Ｔ
Ｖ
特
集

「
続
・
薬
禍
の
歳
月�

�

　

～
薬
害
サ
リ
ド
マ
イ
ド��

�

事
件
60
年
～
」

　
２
０
２
５
年
３
月
15
日
23
時
か

ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
Ｅ
Ｔ
Ｖ
特
集「
続
・

薬
禍
の
歳
月
～
薬
害
サ
リ
ド
マ
イ
ド

事
件
60
年
～
」が
放
映
さ
れ
た
。
こ

れ
は
、
２
０
１
５
年
に
放
送
さ
れ

放
送
文
化
基
金
賞
の
テ
レ
ビ
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
番
組
部
門
の
最
優
秀

賞
、
文
化
庁
芸
術
祭
テ
レ
ビ
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
部
門
大
賞
を
受
賞
す

る
な
ど
注
目
を
集
め
た
Ｅ
Ｔ
Ｖ
特

集「
薬
禍
の
歳
月
～
薬
害
サ
リ
ド
マ

イ
ド
事
件
50
年
～
」の
続
編
で
あ

る
。
今
回
の
番
組
で
は
、
薬
害
に

よ
り
四
肢
の
障
害
を
持
っ
て
生
ま

れ
た
被
害
者
が
還
暦
を
過
ぎ
、
幼

少
期
よ
り
下
肢
や
上
腕
、
手
、
口

な
ど
体
を
酷
使
し
た
結
果
、
深
刻

な
痛
み
や
身
体
機
能
の
低
下
な
ど

二
次
障
害
に
苦
し
む
状
況
が
報
道

さ
れ
た
。
サ
リ
ド
マ
イ
ド
薬
害
被

害
者
の
一
人
で
あ
る
増
山
ゆ
か
り

氏
は
絶
望
す
る
仲
間
を
支
え
よ
う

と
国
か
ら
新
た
な
追
加
補
償
を
勝

ち
取
っ
た
ド
イ
ツ
を
訪
ね
、
ド
イ

ツ
の
被
害
者
た
ち
と
語
り
合
っ
た
。

　
筆
者
は
以
前
厚
生
労
働
省
の
サ

リ
ド
マ
イ
ド
薬
害
問
題
に
関
す
る

研
究
班
長
を
務
め
、２
０
１
７
年
、

自
ら
被
害
者
の
健
康
・
生
活
実
態

（
↙
）業
、
そ
の
他
の
支
援
・
交
流
事

業
な
ど
幅
広
く
活
動
し
て
い
る
URL）

。

　

一
方
、
厚
生
労
働
省
は「
い
し

ず
え
」と
の
定
期
的
な
接
触
以
外

に
、
２
０
１
１
年
４
月
、
厚
労
科

学
研
究
と
し
て「
全
国
の
サ
リ
ド
マ

イ
ド
胎
芽
病
患
者
の
健
康
、
生
活

実
態
に
関
す
る
研
究
班
」（
３
年
単

位
）を
立
ち
上
げ
た
。
本
研
究
班
は

そ
の
後
も
継
続
さ
れ
、
今
で
は「
サ

リ
ド
マ
イ
ド
胎
芽
症
患
者
の
健
康
、

生
活
実
態
の
把
握
お
よ
び
支
援
基

盤
の
構
築
に
関
す
る
研
究
班
」と
し

て
、
被
害
者
の
健
康
や
生
活
へ
の

支
援
、
福
祉
や
臨
床
の
充
実
、
臨

床
研
究
に
貢
献
し
て
い
る 1,4,5）
。

　

筆
者
ら
が
班
研
究
と
し
て

２
０
１
７
年
に
実
施
し
た
健
康
・

生
活
実
態
調
査
　6）

に
よ
る
と
、
サ

リ
ド
マ
イ
ド
被
害
者
で「
健
康
状

態
が
よ
く
な
い
、
あ
ま
り
よ
く
な

い
」と
し
た
人
の
比
率
は
20
・
２
％

で
、
同
年
代
一
般
人（
厚
労
省
に

よ
る
国
民
生
活
基
礎
調
査
）の
13
・

２
％
よ
り
も
明
ら
か
に
高
か
っ
た

（
図
３
）。
同
じ
く
、
サ
リ
ド
マ
イ

ド
被
害
者
で
は「
健
康
上
の
問
題

が
日
常
生
活
に
影
響
し
て
い
る
」

と
回
答
し
た
人
が
40
・
５
％（
一
般

人
11
・
８
％
）も
い
て
健
康
状
態

が
好
ま
し
く
な
い
人
が
相
当
多
い

こ
と
が
推
測
さ
れ
た（
図
４
）。
ま

た
、
調
査
時
点
で「
病
気
や
け
が

が
あ
る
」と
回
答
し
た
人
の
比
率

が
68
・
８
％
に
も
上
っ
て
い
た
。

実
際
、
サ
リ
ド
マ
イ
ド
被
害
者
は

中
高
年
に
な
る
と
増
え
て
く
る
生

活
習
慣
病（
高
血
圧
、
糖
尿
病
、

脂
質
異
常
症
な
ど
）の
み
な
ら
ず
、

幼
少
時
期
か
ら
ハ
ン
デ
ィ
を
克
服

す
る
た
め
に
無
理
を
重
ね
た
結

果
、
腰
痛
や
肩
こ
り
、
関
節
症
、

視
力
障
害
、
聴
力
障
害
の
進
行
、

精
神
疾
患
等
々
、
過
用
症
候
群
や

二
次
障
害
で
苦
し
ん
で
い
る
。

　

英
国
や
ド
イ
ツ
で
は
２
０
１
０

年
以
降
、
生
活
上
の
不
自
由
や
苦

痛
に
悩
ん
で
い
る
被
害
者
に
そ
れ
ぞ

れ
の
方
法
で
多
額
の
補
償
が
追
加

さ
れ
た
。
サ
リ
ド
マ
イ
ド
被
害
者

が
自
己
責
任
の
な
い
薬
害
で
若
い

時
以
上
に
苦
悩
し
て
い
る
問
題
に

対
し
、
両
国
が
追
加
補
償
に
踏
み

切
っ
た
の
は
評
価
に
値
す
る
。
わ
が

国
の
場
合
、
１
９
７
４
年
、
被
害

者
と
国
お
よ
び
製
薬
会
社
の
間
で

和
解
が
成
立
し
た
後
、
法
的
、
社

会
的
に
は
そ
こ
で
時
間
が
止
ま
っ
て

し
ま
い
、
そ
の
後
あ
ま
り
進
化
し
て

い
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
１
９
６
０

年
代
、
70
年
代
は
ま
だ
医
学
が
そ

れ
ほ
ど
進
歩
し
て
お
ら
ず
、
サ
症
に

つ
い
て
も
そ
の
後
に
判
明
し
た
臨
床

的
問
題
や
異
常
が
多
々
あ
る
。
さ

ら
に
、
被
害
者
た
ち
が
若
か
り
し

頃
に
比
べ
初
老
期
に
至
る
ま
で
の

経
年
性
変
化
に
目
を
つ
ぶ
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
わ

が
国
も
ド
イ
ツ
、
英
国
に
見
習
っ

て
追
加
の
補
償
を
考
え
る
べ
き
時

期
に
き
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

過
ち
て
改
め
ざ
る
、

�

是
を
過
ち
と
い
う

　
„To Err Is Hum

an

＂つ
ま
り

「
ヒ
ト
は
誰
で
も
間
違
え
る
」と
い

う
有
名
な
格
言
が
あ
る（
米
国
の

Ｉ
Ｏ
Ｍ［Institute of M

edicine
］

が
ま
と
め
た
レ
ポ
ー
ト
の
タ
イ
ト

ル
に
も
な
っ
た
）が
　7）

、
論
語
の
衛

霊
公
第
十
五
29
に
も「
過
ち
て
改

め
ざ
る
、
是
を
過
ち
と
い
う
」と

い
う
文
言
が
あ
る
。
こ
れ
は「
仮

に
重
大
な
誤
り
が
あ
っ
て
も
、
二

度
と
そ
の
誤
り
を
起
こ
さ
な
い
よ

う
取
り
組
む
べ
き
だ
」と
い
う
至

言
で
あ
り
、
論
語
が
編
集
さ
れ
た

紀
元
前
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
通

用
す
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
の
真

髄
で
あ
る
　8）

。

　
我
々
医
療
者
や
医
学
・
薬
学
の

関
係
者
、
製
薬
企
業
、
薬
事
行
政

や
健
康
管
理
に
関
わ
る
公
的
機

関
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
す
べ
て
二

度
と
深
刻
な
薬
害
を
起
こ
さ
ぬ
よ

う
サ
リ
ド
マ
イ
ド
事
件
を
肝
に
銘

じ
忘
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
努
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
番
組
で

は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
、
自
身

の
コ
メ
ン
ト
が
放
送
さ
れ
た
。

サ
リ
ド
マ
イ
ド
薬
害
の
実
態

　
サ
リ
ド
マ
イ
ド（thalidom

ide

）

は
旧
西
ド
イ
ツ
の
グ
リ
ュ
ネ
ン
タ
ー

ル
社
が
開
発
・
販
売
後
、
英
国
や

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
な
ど
欧
州
各
国
、

カ
ナ
ダ
、
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
で
も
発

売
さ
れ
た
。
わ
が
国
で
は
大
日
本

製
薬
が
グ
リ
ュ
ネ
ン
タ
ー
ル
社
と

は
異
な
る
合
成
方
法
で
サ
リ
ド
マ

イ
ド
を
製
造
し
、
１
９
５
８
年
に

イ
ソ
ミ
ン
R
の
薬
品
名
で
販
売
し

た
。
追
っ
て
、
他
の
数
社
も
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
薬
を
製
造
し
販
売
し
た
。

　
サ
リ
ド
マ
イ
ド
は
安
全
な
鎮
静

剤
、
催
眠
剤
と
し
て
販
売
さ
れ

た
の
で
、
わ
が
国
で
も
多
く
の

妊
婦
が
内
服
し
、
そ
の
結
果
、
さ

ま
ざ
ま
な
先
天
性
障
害
を
有
す
る

サ
リ
ド
マ
イ
ド
被
害
者
が
生
ま
れ

た
。
特
に
、
わ
が
国
で
は
レ
ン
ツ

警
告（
下
段
参
照
）後
も
製
品
回
収

が
遅
れ
、
１
９
６
４
年
ま
で
に
計

数
百
人
の
被
害
者
が
誕
生
し
た
と

言
わ
れ
て
お
り
、
当
時
の
厚
生
省

が
公
認
し
た
だ
け
で
も
３
０
９
人

に
上
っ
た
。
サ
リ
ド
マ
イ
ド
胎
芽

症（
以
下
、
サ
症
）は
上
肢
や
下
肢

の
奇
形
が
有
名
で
あ
る
が
、
四
肢

の
奇
形
が
ほ
と
ん
ど
な
く
聴
覚
障

害
や
耳
介
の
奇
形
な
ど
頭
部
の
異

常
が
主
体
の
グ
ル
ー
プ
も
存
在
す

る
。
公
認
さ
れ
た
３
０
９
人
の
う

ち
、
上
肢
低
形
成
群（
わ
が
国
で

は
上
肢
下
肢
と
も
に
短
い
症
例
は

極
め
て
稀
）が
２
２
７
人
、
聴
器

低
形
成
群
が
63
人
、
混
合
群
が
19

人
で
あ
っ
た
　1）
（
図
２
）。
同
じ

サ
症
で
も
障
害
部
位
が
異
な
る
の

は
胎
児
の
器
官
形
成
期
に
お
い
て

母
体
が
サ
リ
ド
マ
イ
ド
を
服
用
し

た
タ
イ
ミ
ン
グ
の
違
い
に
よ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。

サ
リ
ド
マ
イ
ド
訴
訟
と
和
解

　

サ
リ
ド
マ
イ
ド
に
よ
る
重
篤

な
先
天
性
障
害
は
世
界
中
を
震

撼
さ
せ
た
が
、
わ
が
国
の
サ
リ

ド
マ
イ
ド
被
害
児
の
父
母
た
ち

は「
父
母
の
会
」を
結
成
し
、
薬

害
に
関
す
る
因
果
関
係
の
立
証

と
責
任
の
所
在
を
明
確
に
す
る
た

め
、
１
９
６
３
年
、
名
古
屋
で
初

め
て
大
日
本
製
薬
を
被
告
と
す
る

サ
リ
ド
マ
イ
ド
訴
訟
が
提
起
さ
れ

た
。
次
に
、
京
都
地
裁
で
国
と
大

日
本
製
薬
を
被
告
と
す
る
訴
訟
も

提
起
さ
れ
、
以
後
、
他
の
地
域
で

も
国
や
製
薬
企
業
を
相
手
取
っ
た

訴
訟
が
提
起
さ
れ
、
１
９
７
１
年
、

全
国
サ
リ
ド
マ
イ
ド
訴
訟
統
一
原

告
団
が
結
成
さ
れ
た
　2）
。

　
提
訴
さ
れ
た
当
初
、
国
や
製
薬

企
業
は
先
天
性
障
害
と
サ
リ
ド
マ

イ
ド
の
因
果
関
係
を
否
定
す
る
立

場
で
あ
っ
た
が
、
医
学
的
な
因
果

関
係
が
明
ら
か
と
な
る
に
つ
れ
薬

害
の
予
見
可
能
性
の
議
論
へ
と
移

行
し
た
。
原
告
団
は
１
９
７
０
年

代
に
高
ま
っ
た
製
造
物
責
任
の
概

念
も
取
り
入
れ
徹
底
的
に「
落
度

責
任
」を
追
及
し
た
。
１
９
７
４

年
10
月
、
よ
う
や
く
原
告
団
と
厚

生
省（
当
時
）、
大
日
本
製
薬
の
間

で
和
解
が
成
立
し
、
３
者
が
和
解

確
認
書
に
調
印
し
た
  2,3）。こ
れ
は
、

法
的
に
薬
害
責
任
が
認
め
ら
れ
賠

償
の
道
筋
が
で
き
上
が
っ
た
と
い

う
点
で
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

和
解
に
よ
る
賠
償
と

�

そ
の
後
の
救
済
・
補
償

　
和
解
確
認
書
に
基
づ
き
、
被
害

児
は
障
害
の
程
度
に
応
じ
て
３
ク
ラ

ス（
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
）に
分
類
さ
れ
、
賠

償
金
が
父
母
に
一
律
３
０
０
万
円
、

被
害
児
に
は
ク
ラ
ス
に
応
じ
て
実
質

数
千
万
円
ま
で
支
払
わ
れ
た
　3）
。

賠
償
金
の
一
部（
５
億
円
）は「
サ
リ

ド
マ
イ
ド
福
祉
セ
ン
タ
ー
」（
現
公
益

財
団
法
人「
い
し
ず
え
」）の
設
立
と

運
営
に
充
て
ら
れ
た
。
ま
た
、
賠

償
金
の
一
部
は
サ
リ
ド
マ
イ
ド
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
委
託
さ
れ
、
長
期

継
続
年
金
の
形
で
年
金
を
受
け
取

れ
る
仕
組
み
も
設
け
ら
れ
た
　2）
。

　
現
在
、「
い
し
ず
え
」は
年
金
の
管

理
や
支
給
に
と
ど
ま
ら
ず
、
被
害

者
の
健
康
管
理
・
治
療
に
関
す
る

相
談
と
支
援
、
障
害
者
の
生
活
改

善
と
社
会
的
地
位
向
上
に
関
す
る

事
業
、
医
薬
品
の
副
作
用
被
害
防

止
と
被
害
救
済
に
関
す
る
事（
↖
）

　サリドマイド（thalidomide）は、1957年に旧西ドイツの製薬メーカー・グリュネン
タール社が鎮静剤、催眠剤として開発し、ほとんど副作用がなく妊婦も安心して服用で
きるという触れ込みで販売された。その後、1960年頃からドイツでは特別な誘因や遺伝
素因がないにもかかわらず、先天性四肢障害（いわゆる海

あざらし

豹肢
し

症など）を有する新生児が
数多く報告された。当初はその原因が突き止められなかったが、ハンブルグ大学小児科

のWidukind Lenz博士が、海豹肢症の子どもを持つ母親の病歴、薬歴を徹底して調査し、
おそらく妊娠中に服薬したサリドマイドが原因と結論付けた。そして、1961年11月、グ
リュネンタール社の製造開発責任者に奇形児とサリドマイドの関係について説明し、製
造販売中止を申し出る（いわゆるLenz警告）。グリュネンタール社は最初抵抗していたも
のの、同年11月27日、西ドイツでの販売中止に踏み切り、妊婦が同薬を使用しなくなっ
て奇形児は生まれなくなった。
　サリドマイドによる先天性障害（サリドマイド胎芽症、以下サ症）は日本、台湾、英国
や他のヨーロッパ諸国などでも認められていたが、1961年末までに英国や北欧諸国では

サリドマイドの販売が中止された。同年11月17日、UPIがサリドマイドの重大な問題を
ニュースとしてわが国にも配信したが、日本では製品回収が遅れ、実質的に1963年半ば
にやっと回収が終了したと言われている（図１）。つまり、レンツ警告の後、未然に防げ
たはずの被害者が数多く生まれることとなった。ちなみに、米国では1960年９月、ウイ
リアム・メレル社からサリドマイド剤の発売申請が行われたが、アメリカ食品医薬品局 

（FDA） 新薬部門医務官Frances O. Kelseyが末梢神経炎の副作用が報告されていたこと
より疑念を抱いて申請を受理せず、結果的に米国ではサ症の子どもは生まれなかった。

サリドマイド薬害事件とは…

第２回国際サリドマイド胎芽症シンポジウム
（＝2019年７月14 日、15日東京、筆者前列左端）
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図２　サリドマイド胎芽症のタイプ別分布
（計309人：当時の厚生省が公認した人数）

図３　サリドマイド被害者の健康状態
（厚労省の「国民生活基礎調査」における
同年代一般人との比較：文献６より改変引用）

図４　健康上の問題の日常生活への影響
サリドマイド被害者と厚労省「国民生活基礎調査」における

同年代一般人との比較（文献６より改変引用）
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写
真
右
）日
ノ
下
医
師（
＝
2
0
2
5
年
6
月
23
日
、
日
ノ
下
医
院
に
て
）

（
写
真
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）�サ
リ
ド
マ
イ
ド
研
究
班
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訪
れ
た
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h
ö
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l
i
n
i
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H
a
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b
u
r
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前
に
て　
筆
者
中
央
、
左
端 

ド
イ
ツ
人
被
害
者
の
一
人

被
害
者
の
方
は
ど
の
よ
う
に
生
活
さ
れ
て
い

ま
す
か
。

―
―
こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
の
被
害
者
の
方
に

お
会
い
し
て
き
ま
し
た
。
サ
リ
ド
マ
イ
ド
薬
害

と
聞
く
と
、
手
の
障
害
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
実
は
聴
覚
が
不
自
由

な
方
も
多
い
で
す
。
国
立
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー

で
働
い
て
い
た
時
、
年
に
１
回
被
害
者
の
方
に

人
間
ド
ッ
グ
を
受
け
て
い
た
だ
く
機
会
が
あ

り
、
検
査
に
付
き
添
っ
て
い
ま
し
た
。
聴
覚
に

障
害
が
あ
る
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

る
の
が
非
常
に
難
し
い
で
す
。

　

被
害
者
の
障
害
は
さ
ま
ざ
ま
で
重
症
度
の

程
度
も
異
な
り
ま
す
。
日
本
で
最
も
重
症
度
の

高
い
被
害
者
は
両
上
肢
・
両
下
肢
の
欠
損
の

方
で
、
口
や
肩
、
短
い
指
等
を
使
っ
て
生
活
さ

れ
て
い
ま
す
。
大
好
き
な
絵
や
イ
ラ
ス
ト
を
短

い
手
指
等
を
使
っ
て
描
い
て
お
ら
れ
ま
す
。
不

自
由
を
抱
え
な
が
ら
も
懸
命
に
生
活
さ
れ
て

い
る
パ
ワ
ー
に
は
圧
倒
さ
れ
ま
す
。

今
、
な
ぜ
薬
害
問
題
に
目
を
向
け
る
必
要
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。

―
―
医
学
教
育
で
は
サ
リ
ド
マ
イ
ド
薬
害
の

こ
と
は
教
え
ま
せ
ん
。
で
す
の
で
、
20
代
、
30

代
の
若
い
医
師
は
サ
リ
ド
マ
イ
ド
薬
害
と
聞

い
て
も
知
ら
な
い
医
師
も
い
る
と
思
い
ま
す
。

現
在
で
も
、
薬
害
問
題
の
ほ
か
、
医
療
に
関
わ

る
課
題
、
社
会
に
潜
む
課
題
や
矛
盾
は
多
々
あ

り
ま
す
。
中
に
は
存
在
す
ら
知
ら
れ
て
い
な
い

問
題
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
当
事
者
、
そ
れ
に

関
わ
る
人
が
声
を
上
げ
、
世
間
に
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
と
考
え
て
い
ま
す
。

追
っ
て
聞
き
ま
し
た
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心
不
全
に
対
す
る
足
踏
み
体
操

の
有
効
性
は
広
く
認
知
さ
れ
、
電

動
式
の
機
械
も
市
販
さ
れ
て
い
ま

す
。
フ
レ
イ
ル
や
ロ
コ
モ
で
立
居

振
る
舞
い
の
不
自
由
な
人
た
ち
が

シ
ャ
キ
ッ
と
な
る
簡
単
な
方
法
は

な
い
も
の
か
と
、
長
年
の
思
案
の

末
に
次
の
よ
う
な
体
操
を
考
案
し

は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
状
態
で
10

秒
間
全
身
に
力
を
入
れ
て
、
立
ち

上
が
ろ
う
と
頑
張
り
ま
す
。
呼
吸

を
止
め
た
り
、
全
力
を
出
し
た
り

す
る
必
要
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

10
秒
間
力
ん
で
10
秒
間
休
む
動
作

を
何
度
も
繰
り
返
す
だ
け
の
運
動

で
す
が
、
両
腕
、
両
足
、
腰
、
腹

い
る
の
で
、時
や
場
所
を
選
ば
ず
、

そ
の
気
に
な
れ
ば
す
ぐ
始
め
ら
れ

ま
す
。
全
身
の
筋
肉
の
緊
張
と
弛

緩
に
よ
り
、
筋
肉
が
鍛
え
ら
れ
る
と

と
も
に
カ
ロ
リ
ー
も
消
費
さ
れ
ま
す
。

　
単
純
な
動
作
な
が
ら
何
十
回
何

百
回
と
重
ね
れ
ば
、
立
派
に
筋
肉

痛
に
も
な
り
ま
す
。
意
外
と
腹
筋

う
積
極
性
に
欠
け
る
の
で
す
。
私

自
身
は
こ
の
体
操
を
数
年
来
続
け

て
い
る
せ
い
か
、
若
い
頃
の
ズ
ボ

ン
が
現
在
も
は
け
て
い
ま
す
。
起

坐
さ
え
も
不
可
能
な
準
寝
た
き
り

状
態
の
患
者
さ
ん
に
は
、
足
踏
み

体
操
や
ベ
ッ
ド
の
中
で
の
手
足
の

屈
伸
運
動
の
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

ま
し
た
。
そ
れ
は「
立
た
な
い（
立

て
な
い
）体
操
」で
す
。

　
普
通
の
椅
子
に
浅
く
腰
掛
け
、

両
膝
の
上
に
手
の
ひ
ら
を
置
き
ま

す
。
両
手
が
膝
の
上
に
な
け
れ
ば

簡
単
に
立
ち
上
が
れ
ま
す
が
、
両

膝
を
両
腕
で
抑
え
込
む
格
好
に
な

る
の
で
、
全
く
立
ち
上
が
る
こ
と

筋
、背
筋
な
ど
の
総
て
の
筋
肉
が
、

緊
張
と
弛
緩
を
繰
り
返
し
ま
す
。

膝
や
腰
が
痛
く
て
散
歩
な
ど
が
十

分
に
で
き
な
い
人
で
も
、
立
ち
上

が
り
も
し
な
い
運
動
な
の
で
、
起

坐
可
能
な
ら
誰
で
も
で
き
ま
す
。

テ
レ
ビ
鑑
賞
中
や
本
・
新
聞
な
ど

を
読
ん
で
い
る
時
は
手
が
空
い
て

に
よ
く
効
く
の
で
、
メ
タ
ボ
の

方
々
に
も
お
勧
め
で
す
。
後
期
高

齢
者
、
認
知
症
、
糖
尿
病
の
人
た

ち
に
こ
の
新
体
操
を
勧
め
て
い
ま

す
が
、
な
か
な
か
続
け
て
く
れ
ま

せ
ん
。
一
番
の
問
題
点
は
意
欲
で
、

「
元
気
で
歩
け
る
よ
う
に
な
ろ
う
」

「
メ
タ
ボ
か
ら
脱
却
し
よ
う
」と
い

　
道
具
も
金
も
い
ら
ず
、
時
間
も

場
所
も
問
わ
ず
、
好
き
な
時
に
好

き
な
だ
け
や
れ
ば
い
い
こ
の
体
操

を
多
く
の
皆
さ
ま
に
体
験
し
て
い

た
だ
き
、
確
か
な
効
果
が
認
め
ら

れ
れ
ば
、
京
都
発
の
新
体
操
と
し

て
全
国
に
広
ま
れ
ば
幸
い
と
考
え

る
昨
今
で
す
。

　

江
戸
時
代
は

東
海
道
の
宿
場
。

昭
和
時
代
は

（
小
学
校
の
教

科
書
に
載
る
）

喘
息
と
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
。
三
重

県
有
数
の
商
工

業
都
市
、
四
日

市
は
イ
オ
ン
の

源み
な
も
と、
岡
田
屋
創
業
の
地
。
こ
こ
に
秘・
鉄・

「
あ
す
な
ろ
う
鉄
道
」が
走
り
ま
す
。「
あ

す
な
ろ
う
」は„
明
日
に
む
か
っ
て
、
将

来
に
わ
た
っ
て
市
民
と
と
も
に
育
て
ゆ

く
＂未
来
へ
の
思
い
と
い
う
意
味
だ
そ

う
で
す
が
、鉄
道
フ
ァ
ン
に
は「
な
ろ
う
」

よ
り„
ナ
ロ
ー
＂。
現
役
の
ナ
ロ
ー
ゲ
ー

ジ（
特
殊
狭
軌
線
：
線
路
幅
が
７
６
２

ｍｍ
）の
鉄
道
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
線

路
幅
が
狭
い
の
で
車
両
も
小
さ
い
、
ク

リ
ー
ム
と
パ
ス
テ
ル
グ
リ
ー
ン
の
２
色

ボ
デ
ィ
の
小
箱
。
昔
風
の
菱
形
パ
ン
タ

グ
ラ
フ
が
載
る
電
車
が
可
愛
い
。

　
「
あ
す
な
ろ
」と
い
う
木
が
あ
り
ま
す
。

外
見
は
檜ひ

の
き

に
似
て
も
材
質
は
檜
に
劣
る

た
め
、「
明あ

　
す日
は
檜ひ

の
き

に
な・
ろ・
う・
」と
い
う
こ

と
で「
翌あ

す
　
な
ろ檜
」と
書
き
ま
す
。『
あ
す
な
ろ

物
語
』（
井
上
靖
の
自
伝
的
小
説
）、『
あ

す
な
ろ
白
書
』（
柴
門
ふ
み
の
漫
画
、
Ｔ

Ｖ
ド
ラ
マ
。
大
学
生
活
を
舞
台
に
し
た

サ
ー
ク
ル
の
男
女
５
人
の
青
春
群
像

劇
）に
も„
未
来
は
成
っ
て
や
ろ
う
＂の
意

が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
翌

檜
が
檜
に
成
れ
な
い
よ
う
に
ベ
ニ
ズ
ワ

イ
ガ
ニ
は
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
に
は
成
れ
ま
せ

ん
が
、
な
ん
と
両
蟹
の
子
は「
黄
金
ガ

　当院で受付・請求事務を手伝ってく
れている次女が宇治市図書館から借用
して、妻も読んで勧めてくれたので、
さっそく読んだ。感動の一冊であった。
最近、ジョー・ジョンストン監督作品の
「ジュラシック・パークⅢ」（2001年、
アメリカ）で、首長の草食恐竜はキリン
のように長い首で、支えるのも動かす
のも大変だろうなと見ていたが、頸椎
は脊椎動物・哺乳類の７個どころか、
恐竜や鳥類ではもっと多く40数個にな
るのもあるとのことである。
　著者は幼小児期からキリンに親しみ
を持ち、東京大学入学後、シラバスで
後期１～２年生用の全学自由研究ゼミ
ナールに「博物館と遺体」を見つけ、指
導教授がNHK「爆笑問題とニッポンの
教養」に出演した遠藤秀樹氏であったこ
とから、「キリンの解剖できますか？」と
尋ねて応募した。各地の動物園でキリ
ンに死が訪れると、献体の上、解剖場
所の博物館に搬送してもらい、テーマ
となった主に頸椎・頸部筋を解体・解
剖することとなり、修士・博士課程へ
とも研究を継続することになった。今
や「キリン学」の第一人者でもある。
　医学部では教育課程で人体解剖実習
があり、白菊会の篤志家から御献体い
ただき、脱血・ホルマリン注入・固定
して保存し、学生実習には第２学年生
が週３～４回午後半日、第１学期間を
かけて行われる。私は今や整形外科・
リハビリテーション科・小児科（妻担

当）の無床診療所開業医であるが、かつ
て学生実習し、その後、母校の解剖学
教室で大学院生あるいは修了後は教官
として、分子生物学での研究の１世代
前は免疫組織化学を用いて研究し、学
生指導もした体験がある。また、この
著者の研究では人間で言えばヴェザリ
ウスの時代の解剖学研究のようにも感
じられた。私もラットを用いて脊髄の
研究をした時には人間の頸椎は棘突起
が頭部支持に７番目の隆起で「隆椎」と
命名されるが、４つ足動物では第２胸
椎が「隆椎」化していると気付いて進化
論上の面白さを感じたが、それを推進
する訳にはいかなかった。
　著者が出会い接したキリンたちへの
思いは、かつて私がラット等に抱いたこ
とがあまりないもので、本来そうあるべ
きだったんだなと思えて心打つものがあ
る。著者の探究方向は指導教授のヒント
提供から、キリン第一胸椎に生じた頸椎
的な動きからそこに付着する筋を見つけ
ようと実際に遺体解剖して、近種のオカ
ピとの比較研究などを加え、CT画像で
の証明をも追加し、主動筋はないが、第
７頸椎の半量は可動し、高所葉摂食から
水平面飲水への最大屈曲に移るに際し
てさらに50‌ｃｍ以上の可動域を獲得・維
持して進化したものと、2016年２月に
「キリンの８番目の“首の骨”」として、英
国王立協会発行の科学論文誌に掲載さ
れた。本書では探究から解明へとワクワ
クする面白さがある。ぜひご購読下さい。

立
た
な
い
体
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立
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時
や
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時
や
場
所
を
選
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構
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こっ

稽
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ニ
」。
蟹
の
世
界
に
は
成
金
が
い
ま
す
。

　

閑
話
休
題
。
ナ
ロ
ー
ゲ
ー
ジ
で

す
。
昭
和
40
年
代
ま
で
は
全
国
に
ナ

ロ
ー
ゲ
ー
ジ
の
軽
便
鉄
道
が
残
っ
て
い

て
、
私
の
本
籍
だ
っ
た
岡
山
県
井
原
に

は
笠
岡
や
福
山
方
面
と
結
ぶ
井
笠
鉄
道

が
あ
り
、
幼
少
時
に
駅
で
遊
ん
だ
記
憶

が
あ
り
ま
す
。
令
和
の
今
日
、
我
が
国

の
現
役
ナ
ロ
ー
ゲ
ー
ジ
電
車
は
３
社
４

路
線
。
運
行
距
離
最
短
の
１
社
２
路
線

が
あ
す
な
ろ
う
鉄
道
で
、
近
鉄
四
日
市

駅
の
無
機
質
な
ビ
ル
の
端
っ
こ
の
無
人

駅
か
ら
出
ま
す
。
低
い
天
井
、
対
面
近

い
向
か
い
の
ロ
ン
グ
シ
ー
ト
、
い
い
響

き
の
モ
ー
タ
ー
音
に
包
ま
れ
て
発
車
す

る
と
、
予
想
以
上
に
窓
の
近
く
を
建
物
、

電
柱
、
植
物
が
過
ぎ
行
き
ま
す
。
内う

つ
　
べ部

線
と
八
王
子
線
に
分
か
れ
る
日
永
駅
で

は
ホ
ー
ム
の
間
が
三
角
形
、
下
鴨
デ
ル

タ
の
よ
う
な
広
場
に
な
っ
て
い
て
、
桜

の
木
と
列
車
の
台
車
が
鎮
座
し
て
い
ま

す
。
ホ
ー
ム
の
ベ
ン
チ
に
座
っ
て
３
方

向
の
単
線
か
ら
や
っ
て
来
た
電
車
が
停

ま
り
離
合
し
出
て
ゆ
く
の
を
眺
め
つ
つ
、

四
日
市
の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド「
と
ん
て
き
」

（
に
ん
に
く
香
る
濃
い
黒
色
ソ
ー
ス
が

絡
ん
だ
肉
厚
の
豚
肉
ソ
テ
ー
）を
頬
張

る
の
も
お
つ
な
も
の
。
地
酒
の
神か

ぐ
　
ら楽

純
米
吟
醸
生
酒（
神
楽
酒
造
、
四
日
市
、

三
重
）を
伴
に
想
う
の
は
、
さ
あ
明あ

　
す日

は
ど
う
な・
ろ・
う・
…
。
而し

こ
う

し
て
今・
を
生
き

よ
う
作・
り
ま
し
ょ
う
。
三
重
の
美
酒
、

而
今
や
作
が
飲
め
る
よ
う
。

私のすすめる




